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M
a
c
i
n
t
o
s
h
で

P
P

P
接

続
1.
1.
 

M
a
c
T
C
P
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

- 6 8 -

4
月
よ
り
、

P
O
P
サ
ー
ピ
ス

・
N
N
T
P
サ
ー
ピ
ス
に
加
え
て
、

p
p
P
(
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ

I
 p
接
続
）
サ
ー
ピ
ス
を
“
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
”
と
し
て
新
た
に
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

P
P
P
サ
ー
ピ
ス
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
電
話
回
線
を
使
用
し
て
こ

れ
ら
の

P
O
P
、
N
N
T
P
サ
ー
ピ
ス
の
他
に

W
W

W
、

F
T
P
、
T
e
l
n
e
t
な
ど
の
各
種
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
（
モ
デ
ム
を
利
用
し
ま
す
の
で
そ
れ
な
り
に
遅
い
で
す

が
）
。
こ
の
サ
ー
ピ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ピ
ス
利
用
申
請
書
」
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
マ
ッ
ク
の

P
P
P
を
利
用
し
て
、
は
じ
め
て
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
接
続
を
試
み
よ

う
と
す
る
方
の
た
め
に
、
設
定
手
順
を
説
明
い
た
し
ま
す
。

マ
ッ
ク
の
漢
字
T
A
L
K
(
s
y
s
t
e
m
)
7
.5
以
降
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ト
コ
ル
の
T
C
P
/
I
P
を
標
準

で
持
っ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
も
簡
単
に
行
え
ま
す
。
と
言
っ
て
も
T
C
P
/
I
P
は
標
準

で
は
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ

I
p
接
続
に
は
P
P
P
ソ
フ
ト
の
入
手
が
必

要
で
す
。
現
在
、
マ
ッ
ク
で

T
C
P
/
I
P

を
利
用
す
る
環
境
は

2
種
類
あ
り
ま
す
。

M
a
c
T
C
P
と

O
p
e
n
T
r
a
n
s
p
o
r
t
 
(
P
C
 I
マ
ッ
ク
用
）
で
す
。
前
者
は

1.
M
a
c
T
C
P

編
に

、
後

者
は

2.
 
Op
en
Tr
an
sp
or
t 

編
に
記
述
し
て
あ
り
ま
す
の
で
自
分
の
マ
ッ
ク
に
あ
っ
た
項
目
を
、
お
読

み
く
だ
さ
い
。

今
回
は
簡
単
に
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
も
う
少
し
詳
細
な
説
明
書
は
共
同
利
用
掛
に
連
絡
し
入
手

し
て
い
た
だ
く
か
、
本
セ
ン
タ
ー
の

W
W

W
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

ht
tp
:/
 /
w
w
w
.
o
s
a
k
a
-
u
.
a
c
.
j
p
/
 c
e
n
t
e
r
/
 c
c
-
h
o
m
e
-
j
p
.
h
t
m
l
 

1. 
M
a
c
T
C
P
編

T
C
P
/
I
P
ソ

フ
ト

ー
ア

ッ
プ

ル
社

製
商

品
一

一
般
的
に
M
a
c
T
C
P
と
呼
ば
れ
て
ま
す
。
マ
ッ
ク
に
T
C
P
/
I
P
と
言
う
プ
ロ
ト
コ
ル
で
通
信
さ
せ

る
為
の
ト
ラ
イ
パ
ー
ソ
フ
ト
。
漢
字
ト
ー
ク

7.
5以

降
に
は
、
標
準
で
C
D
-
R
O
M
に
入
っ
て
い
ま
す
。

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
で
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

漢
字
ト
ー
ク

7.
1
以

前
は
T
C
P
/
I
P
C
o
n
n
e
c
t
i
o
n
 f
or
 M
ac
in
to
sh
 1
0,
00
0
円
を
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。

M
a
c
T
C
P
は
標
準
イ
ン
ス
ト
ー
ル
で
は
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
ま
せ
ん
。

ィ
ン
ス
ト
ー
ル
C
D
息璽

A
p
p
l
e
Ma
ci
nt
os
h 
C
D
)

の
ぐ

や
漢

字
al
k
7.
5.
1
イ
ン
ス
ト
ー

ル
を
起
動
し
て
「
カ
ス
タ
ム
イ
ン
ス
ト
ー
ル
」
を
選
択
し
ま
す
。

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
」

の
「
M
a
c
T
C
P」

を
選
択
し
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
す
。

.
.
.
.
.
 ●
 .

 
沢
ぶ
ヽ
.

.
 砂
沢

盪
示

曲
7.
5.
l(
D
ゃ

ス
令

ヽ
凡

唖
二

I
［
・
イ
ン
ス
,
_
,
.
.
.
 切
り
す
る
と
囀
李
さ
れ
た
デ
ィ
ス

9
上
の
シ
ス
テ
ム

?
?
t
!
 

!
 

?
 ェ
ア
を
渡
字

To
lk
7.
S.
I
に
疋
斯
し
玄
む
"
"
イ
ン
ス
,
-
ル

I
C
U
,

こ
"

.
 

'
"
'
"
"
'
"
'
こ
遍
し
た
シ
ス
テ
ム
,
,
.
,
,
.
ア
が
含
れ
て
い
字
す
.

'
 

I
 

l
 

I
 

し，-.-
・

ダ・-ヽ
.,
...
...
...
...
 .

_
.

、
.

.. 
..」

＜”
 

”
 

、＼
ぐ

.
 
.
 

.
 

くヽ、
‘／ 

‘
 
'

 
.

 
.

 
.

 
.' 

.
 .

 
ふ
：

 • •
 

• •
 •••

 
戸
»
;
;
•デ

';;
.x
夕

急

｝
 
直り

亡
こ

エ
コ

I
 

"
"
"
'•

\
•
 ,
)!
~.
!t
,C
E!
D
芦

応
み
出
し
州
：

編
'

イ
ン
ス
,
.
,
..
 

デ
ィ
ス
ク

"
H
0
2
5
0

d
o

to
• 
上
ヘ
イ
ン
ス
ト
ー
ル
中

回
紐
み
込
み
中
：
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
：

M
o
c
T
C
P
 

(')
 

露
”
如
芯
じ
，
く
は
口

l
キ
ャ
ン
セ
ル
l
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1.
1.
 

1.
2.
 

1.
3.
 

1.
4.
 

1.
5.
 

1.
6.
 

1.
7 

M
a
c
T
C
P
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

P
P
P
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

M
a
c
T
C
P
の

設
定

C
o
n
f
i
g
P
P
P

の
設
定

さ
あ
、
接
続
し
て
み
ま
し
ょ
う

イ
ー
サ
ー
接
続
と

P
P
P
接
続

紹
介
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
入
手
先

1.
2.
 

P
P
P
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

イ
ン
ス
,
-
ル
が
完
了
し
言
し
た
.I
ii

し
い
ソ
フ

9
ウ
ェ
ア

を
伎
用
す
る
た
め
に
．
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
再
起
納
し
て
く
だ

さい
．

仁
期

M
a
c
P
P
P
を

入
手

し
、

堅
翌
j

C
o
n
f
i
g
P
P
P
と
＆

ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
し
、
再
起
動
し
ま
す
。

P
P
P
を
シ
ス
テ
ム
フ
ォ
ル
ダ
に
ド

1 9 9 6 ー 5
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1.
3.
 

M
a
c
T
C
P

の
設
定
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
内
）

次
に
設
定
で
す
。
こ
こ
で
は
接
続
さ
れ
た
マ
ッ
ク
の
ク
ラ
ス
，
サ
プ
ネ
ッ
ト
マ
ス
ク
，

ネ
ー
ム
，
ル
ー
タ
ー
（
デ
フ
ォ
ル
ト
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
）
の
IP

ア
ド
レ
ス
を
設
定
し
ま
す
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
の
M
a
c
T
C
P
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

讐・:-・.
 

P
P
P
は
ク
リ
ッ
ク
し
て

注
意

：
サ

プ
ネ

ッ
ト

マ
ス

ク
は

ク
ラ

ス
(
A
o
r
B
o
r
C
)

の
後

で
指

定
し

ま
す

。
変

更
方

法
は

11
11
11
1
の
上
に
あ
る
-
=
:
;
;
:
:
,

(
つ
ま
み
）
を
左
右
に
ド
ラ
ッ
グ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
値
が
変
化
し
ま

す。

- 6 9  |  

i
 ,, 

ァ
F
レス
：
I
 

I
 

I
 

J
l
-
2
.
0ヽ

［
 露

し
く
Iii

l
 

（
反
転
）
し
て
お
き
ま
す
。

IP
ア
ド
レ
ス
の
設
定
は
不
要
で
す
。

［
詳
し
く
．
．
．
］
を
押
し
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
取
得
：
R
サ
ー
パ
か
ら

ク
ラ
ス
：

B
 

サ
プ
ネ
ッ
ト
マ
ス
ク
：

25
5.
25
5.
25
5.
0 

V o l .  2 6  N o . 1  

ド
メ
イ
ン
・
ネ
ー
ム
・
サ
ー
バ
情
報
：

ド
メ
イ
ン
：

ce
nt
er
.o
sa
lc
a-
u.
ac
.j
p 

(
す
べ
て
同
じ
で
す
）

I
P
ア
ド
レ
ス
：

13
3.
1.
11
9.
1 

(
俊
先
）

IP
ア
ド
レ
ス
：

13
3.
1.
18
1.
1 

I
P
ア
ド
レ
ス
：

13
3.
1.
19
2.
4 

ド
メ
イ
ン

1.
4.
 
讐

C
o
n
f
i
g
P
P
P

の
設
定
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
内
）

起
動
す
る
と
以
下
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

軍
回

讐
雪

C
:
o
n
f
i
g
P
P
P

巳
⑤
⑤
巳

接
読

時
間

一
一

秒
疇
11/1
逗

虞
ー

―
-
-
b
p
s

切
断

ま
で

一
一

秒
平

均
年

―
―

b
p
s

セ
ッ
ト
名
：
I
 <名

称
未
設
定
）

叶
0回

?
 _
 

?
 _
 

1p 
_
 

1f
 2
.0 
2,5

ゅ
屯
函

I
 

I回
□
 タ
ー
ミ
ナ
ル
モ
-
FI

枷
呼

四
.1
.J

図
M
a
c稔

了
時
に
切
断

切
K.

~血
9

□
 寄
黙

に
勁
f乍

V2
.0
.1
.J
6.
3 

タ
ー
ミ
ナ
ル
モ
ー
ド
：
手
動
の
接
続
モ
ー
ド
で
す
。
大
阪
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
で
は
自
動

(
P
A
P
)
で

接
続

で
き

る
の

で
不

要
で

す
。

寡
黙
に
動
作
：
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
と
デ
ー
タ
の
流
れ
て
い
な
い
時
間
が
、
コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
自
動
切
断
で
設
定
し
た
時
間
が
過
ぎ
る
と
勝
手
に
切
断
し
ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば

時
間
が
過
ぎ
る
と
切
断
す
る
か
ど
う
か
聞
い
て
き
ま
す
。

新
た
に
設
定
す
る
の
で
［
新
規
］
を
押
し
ま
す
。
接
続
先
の
名
前
（
セ
ッ
ト
名
）
を
聞
い
て
く
る

の
で
、
分
か
り
や
す
い
名
前
を
入
力
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
「
阪
大
大
型
」
と
し
ま
す
。

斗回
P
P
P
サ
-
パ
ー

サ
ー
パ
ー
名
：

三 [*.
; 

ン
セ
ル
］

セ
ッ
ト
名
が
「
阪
大
大
型
」
に
な
っ
て
い
る
の
を
確
認
し
、

レ
ー
シ
ョ
ン
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
表
示
し
ま
す
。

［
構
成
］
を
押
し
て
コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ

1 9 9 6 ー 5
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コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

セ
ッ
ト
名
：

阪
大
大
型

ポ
ー
ト
速
度
：
I
 

フ
ロ
ー
制
御
：
［

こ
の
程
度
設
定
し
た
ら
［
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
…
］
を
押
し
て
、

A
u
t
h
.
ID
 
(
利
用
者
番

号
）
と
P
a
s
s
w
o
r
d
を
指
定
し
て
［
了
解
］
を
押
し
ま
す
。

竜
話
番
号

□
モ

デ

図
1.

□
 2. 

□
 3.
 

□
 4. 

デ
ィ
レ

＇
を
使
わ
な
い
直
結
接
読

ィ
：

匠
]x

1
1
6
0
 (
秒）

ポ
ー
ト
名
：

I
 

モ
デ
ム
ポ
ー
ト

叶
ゴ

自
助

切
断

：
I
 12
0
 

叶秒
C
T
S
と
R
T
S
(
D
…可

L
C
P
エ
コ
-
:

 I
オ
フ

マ
I秒

ダ
イ
ア
ル
接
頭
文
字
：

匠
圧
□

コ
ネ
ク
ト
ダ
イ
ム
ア
ウ
ト
：
巨
戸
］
秒

リ
ダ
イ
ア
ル
回
数
：

巨
亙

］
回

リ
ダ
イ
ア
ル
間
隔
：

巨
~

秒

図
接
続
完
了
を
チ
ャ
イ
ム
で
お
知
ら
せ

□
コ
ー
ル
パ
ッ
ク
で
接
読

＠
苗

r,,j
,:
心
さ
封
名

.'
f;

:i
~·

;;
年

・y
・,:,,・

O
[
 .::; 

--
,~

'·:
 ッ
ク
ン
：
；
；
：
）
ブ

t.
l
 

L
C
P
オ
プ
シ
ョ
ン
．
．
．

）
 

I
P
C
P
オ
プ
シ
ョ
ン
…

］
 

了
解

）
 

3
8
4
0
0
 

モ
デ
ム
初
期
化
ス
ク
リ
プ
ト
…

）
 （
 

コ
ネ
ク
ト
ス
ク
リ
プ
ト
．
．
．

］
 （
 

か
セ
ン
テ
ィ
が
シ
ョ
ン
．
｀
•
長）
（

|  7 0  |  V o l .  2 6  N 1 1 1  

セ
ッ
ト
名
：
先
ほ
ど
指
定
し
た
名
前
で
す
。

ポ
ー
ト
速
度
：
モ
デ
ム
と
マ
ッ
ク
間
の
通
信
速
度
で
す
。
セ
ン
タ
ー
側
で
の
設
定
速
度
の
設
定
は

3
8
4
0
0
b
p
s
で
す
。
利
用
し
て
い
る
モ
デ
ム
が
14
40
0b
ps

以
上
な
ら
ば
3
8
4
0
0
b
p
s
、
9
6
0
0
b
p
s
な

ら
ば
2
8
8
0
0
b
p
s
、
2
4
0
0
b
p
s
な
ら
ば
4
8
0
0
b
p
s
を
目
安
に
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
ー
ト
速
度
計
算
方
法
＝
モ
デ
ム
の
通
信
速
度

X
a

 (
M
N
P
5
 :

 a=
2
、
V
.4
2b
is
 :

 
a=
3)

。

モ
デ
ム
が
発
信
し
な
い
（
電
話
を
掛
け
な
い
）
場
合
は
こ
の
前
後
の
値
を
試
し
て
く
だ
さ
い
（
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
モ
デ
ム
と
バ
ソ
コ
ン
間
の
通
信
速
度
（
セ
ン
ス
ス
ピ
ー
ド
）
を
確
認
す
る
と
確
実
に
設

定
で
き
ま
す
）
。

電
話
番
号
：
こ
こ
で
は
大
阪
市
外

(0
6
以
外
）
か
ら
掛
け
た
電
話
番
号
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

0
6
地
域
内

：
 8
7
9
-
8
9
8
3
 

大
阪
大
学
内
線

：
 8
9
8
3
 

0
発
信
が
必
要
&

O
6
地
域
内
：

0,
 
8
7
9
-
8
9
8
3
 

0
発
信
が
必
要

&
0
6
地
域
外
：

0,
 
0
6
-
8
7
9
-
8
9
8
3
 

ダ
イ
ア
ル
接
頭
文
字
：
こ
こ
で
は
ト
ー
ン
（
プ
ッ
シ
ュ
）
回
線
で
す
。

ダ
イ
ア
ル
回
線

：
 A
T
D
P
 

0
発
信
が
必
要
＆
ト
ー
ン
回
線

：
 A
T
X
3
D
T
 (

携
帯
電
話
&
P
H
S
)

0
発
信
が
必
要
＆
ダ
イ
ア
ル
回
線
：

A
T
X
3
D
P
 

1.
5.
 

コ
ネ
ク
ト
時
に

ID
と
バ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
ブ
ラ
ン
ク
(
}
)

ま
ま
（
こ
し
て
お
き
ま
す
。

A
u
t
h
.
 I
D:
 

j
a
6
1
2
3
4
a
 

I
 

P
a
s
s
w
o
r
d
:
 
I・・ 

・・
・・
・・
・・
・・
・

1
 

匠
］

タ
イ

ム
ア

ウ
ト

ロ
コ

秒

'""
''"
'''
""'
"""
"""
"""
" 

（
キ
←
ン
セ
ー
ル
）

リ
ト
ラ
イ
：

コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
［
了
解
］
を
押
し
て
終
了
で
す
。

さ
あ
、
接
続
し
て
み
ま
し
ょ
う

Co
nf
ig
 P
P
P
で
［
接
続
］
を
押
し
て
接
続
し
て
み
ま
し
ょ
う
（
平
成

8
年
4
月
以
降
で
す
）
。

接
続
状
況
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
を
す
る
時
の
た
め
に
C
O
N
N
E
C
T
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
通
信
速
度
(2
88
00

等
）
と
圧
縮
ク

ラ
ス

(V
.4
2b
is
 o
r 
N
M
P
5
)
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

1 9 9 6 ー 5
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接
続
で
き
る
と
Co

nf
ig

PP
P
の
絵
が
r
l
~
か
ら
こ
こ
が
こ
変
わ
り
ま
す
。

p
p
噸
続
時
は
常
に
表
示
し
て
お
く
と
、
接
綿
峙
問
の
確
認
や
、
切
断
が
行
え
る
の
で
便
利
で
す
。

1.
6.
 

イ
ー

サ
ー

接
続

と
P
P
P
接

続
（

複
数

の
T
C
P
/
I
P

環
境
を
切
り
替
え
て
利
用
）

- 7 1 - V o l .  2 6  N o . 1  1 9 9 6 ー ー 5

複
数
の
T
C
P
/
I
P環

境
を
切
り
替
え
て
の
利
用
（
イ
ー
サ
ー
接
続
と

P
P
P接

続
、
も
し
く
は
複
数

の
P
P
P接

続
先
が
あ
る
人
）
は
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

P
o
w
e
r
B
o
o
k
な
ど
で
研
究
室
で
は
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
、
自
宅
で
は
P
P
P
で
利
用
す
る
場
合
接
続
形

態
が
変
わ
る
た
び
に
M
a
c
T
C
P
の
設
定
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
操
作
は
毎
回
同
じ
事
の
繰

り
返
し
で
す
。
ま
た
、
問
違
え
て
設
定
す
る
と
、
再
設
定
後
に
再
起
動
す
る
羽
目
に
な
り
ま
す
。

こ
れ

ら
の

操
作

か
ら

解
放

し
て

く
れ

る
便

利
な

（
複

数
の
T
C
P
/
I
P
の
環
境
を
切
り
替
え
る
）

to
ol
が
あ
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

M
a
c
T
C
P
 E
x
c
h
a
n
g
e
r
 
(

日
本

語
版

）
、

〈
食

M
a
c
T
C
P
Sw
it
ch
er

の
二
つ
で
す

（
こ
れ
以
外
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
）
。
こ
れ
ら
は
、

M
a
c
T
C
P
で
行
っ
た
設
定
を
個
別
の
設
定

フ
ァ
イ
ル
に
保
存
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
設
定
フ
ァ
イ
ル
を
指
定
す
る
こ
と
に
よ
り

M
a
c
T
C
P
に
保

存
さ
れ
た
設
定
が
戻
さ
れ
ま
す
。

匿
M
a
c
T
C
P

Ex
ch
an
ge
r

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
バ
ネ
ル
で
す
。

設
定
変
更
後
に
即
利
用
可
能
か
、
再
起
動
が
必
要
か
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

M
a
c
T
C
P
の
設
定
f;i
(豆

l初
期
設
定
内
の
M
a
c
T
C
P
Pr
ep
 P
oo
l
フ
ォ
ル
ダ
内
に
利
用
者
が
付
け

た
名

前
で

皇
タ

グ
と

し
て

作
成

さ
れ

ま
す

（
利

用
者

が
意

識
す

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
）

。
こ

の
複
数
あ
る
タ
グ
の
値
を
M
a
c
T
C
P
に
任
意
に
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
る
訳
で
す
。

~
M

ac
T

C
P

 
Sw
it
ch
er

は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

M
a
c
T
C
P
 Sw

itc
her
を操
作す
ると
、現
在の

Ma
cT
CP
の
設
定
が
保
存
~

さ
れ
ま
す
。

設
定
を
変
更
す
る
と
き
は
こ
れ
を
を
ダ
プ
ル
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

以
下
に
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。
詳
細
は
シ
ス
テ
ム
付
属
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

M
a
c
T
C
P
 
E
x
c
h
a
n
g
e
r

を
入
手
後
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
に
入
れ
ま
す
。

二
i M
a
c
T
C
P
の
設
定
後
に
M
a
c
T
C
P
を
閉
じ
て
、

M
a
c
T
C
P
E
x
c
h
a
n
g
e
r
を
起
動
し
ま
す
。

[
N
e
w
]
を
押
す
と
タ
グ

(
M
a
c
T
C
P
の
各
々
の
設
定
フ
ァ
イ
ル
）
名
を
入
力
す
る
ダ
イ
ア
ロ
グ
が

表
示
さ
れ
ま
す
。

現
在
の
M
a
c
T
C
P
の
設
定
が
判
る
よ
う
な
タ
グ
名
を
入
力
し
、

[
O
K
]
を
押
し
ま
す
。

注
意
：

M
a
c
T
C
P
と
M
a
c
T
C
P
E
x
c
h
a
n
g
e
r
は
同
時
に
起
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

言
Ha
cT
CP
.E
xc
ha
ri
ge
r>

--

M
a
c
T
C
P
 E
K
c
h
a
n
g
e
r
 

□
 En

ab
le
 

M
a
c
T
C
P
 S
e
t
t
i
n
g
:
 

I
,
,
 

,
 "

 
P
P
P
モ
デ
ム
珪
由
で
イ
汐
—
え
ッ
ト
接
読
検

P
P
P
モ
デ
ム
経
由
で
イ
汐
—
え
ッ
ト
未
接
読

二~〕匝已
り
巨
三
引
三
三
〕

ve
rs
i-
On
 2
.0
.0
 
b
り
Y
o
u
k
o
Sh
ig
et
a 

現
在
の

M
a
c
T
C
戸
占
定
を
保
存
し
ま
す
。

タ
グ
名
を
入
力
し
て
下
さ
い
。

タ
グ
名
：

fr
cP
/I
P
直

接
イ

ン
が

ネ
ッ

ト

邑
C

M
a
c
T
C
P
の

設
定

を
変

更
す

る
場

合
は
M
a
c
T
C
P
E
x
c
h
a
n
g
e
r
か
ら
選
択
し
、

[S
et
)
を
押
し
ま

す。

セ
ッ
ト
後
に
再
起
動
が
必
要
か
ど
う
か
は
ダ
イ
ア
ロ
グ
に
表
示
さ
れ
ま
す
。
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M
o
c
T
C
P
 E
x
c
h
o
n
g
e
r
 

□
 E
n
a
b
l
e
 

r--h 
I

 

口
匝

言
□

五
〕

v•
rs

io
n 
2.
0.
0 
bり

Y
四
ko

Sh
ig
el
a 

|  7 2  |  

す
で
1こ
Mo
cT

炉
F
ラ
イ
パ
が
ス
タ
ー
ト
し
て
し
這
た
め
．

韮
定
安
コ
は

M
o
c
t
n
t
o
吋
両
座
懐

1こ
布
効
に
な
，
）
ま
す
•

(E
no
bl
e
を
チ
ェ

?J,
:,

して
t滋

醗
(t
、

再
饂

ぼ
Iこ°

咤
し
＼
て

~\
iS
,!
;:
定
に
な

9
ま
す
）

~
 

,,,,
,,,,
,,,,
,,,,
,,,,
,,,,
,,, 

起
動

後
T
C
P
/
I
P
を
利
用
し
た
塀
合
。

起
動

後
T
C
P
/
I
P
を
利
用
し
な
か
っ
た
た
場
合
。

禽
M
a
c
T
C
P

S
w
i
t
c
h
e
r
 

M
a
c
T
C
P
の
設
定
後
に

M
a
c
T
C
P
を
閉
じ
て
、

M
a
c
T
C
P
S
w
i
t
c
h
e
r
を

起
動

す
る

と
、

現
在

の

M
a
c
T
C
P
の
設
定
を
保
存
す
る
ダ
イ
ア
ロ
グ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

現
在
の

M
a
c
T
C
Pの

設
定
が
判
る
よ
う
な
設
定
フ
ァ
イ
）

14
, 
を
入
力
し
、

［
保
存
］
を
押
し
ま
す
。

le.
 M

a
c
T
C
P
 S
w
i
t
c
h
e
r
 1
.0
叶

◎
池

c了
C
P
S
w
i
t
c
h
e
r
 

I合
l

日
頃

c
T
C
P
S
叩

tc
旭
r
D
o
c
 

固
P
P
F・

モ
デ
ム
経
由
で
イ
ン
タ
-
ネ
ッ
ト

~
T
C
P
/
I
P
由
租

f
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

Sa
ve
 M
a
c
T
C
P
 c
on
fi
gu
ra
ti
on
 a
s:
 

IT
CP
/I
P
疸

接
イ

ン
が

ネ
ッ

ト

こコ
H
D
1
6
0

［
配

出
し

）

［
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
）

（
新

規
CJ
 
l

 
"

'
"

"
"

"
"

'
"

 

l
キ
ャ
ン
セ
ル
］
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こ
の

ア
イ

コ
ン

昼
で

設
定

フ
ァ

イ
ル

が
保

存
さ

れ
ま

す
。

M
a
c
T
C
P
の
設
定
を
変
更
す
る
場
合
は
設
定
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
プ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
次
の
ダ
イ

ア
ロ

グ
が

表
示

さ
れ

、
設

定
を

更
新

す
る

か
ど

う
か

聞
い

て
き

ま
す

の
で

[S
et

M
a
c
T
C
P
]
を
押
し

ま
す
。

（
更
新
す
る
前
に
、
現
在
の
設
定
を
保
存
す
る
に
は

[S
av
e]

を
押
し
ま
す
。
）

M
a
c
T
C
P
の
設
定
が
変
更
さ
れ
た
旨
を
示
す
ダ
イ
ア
ロ
グ
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

〇
累
霜
贔
言
勺
し

:g~
u;~

tio
ns

av
ed
 o
n 
fi
le
 

If 
yo
u 
ha
ve
n1
t 
al
re
ad
y 
do
ne
 s
o,
 y
ou
 s
hO
ul
d 
sa
ve
 y
ou
r 

cu
rr
en
t 
M
a
c
T
C
P
 c
on
fi
gu
ra
ti
on
 l
o 
a

 fi
le
 
so
 y
ou
 c
an
 

re
st
or
e 
it 
la
te
r.
 T
o
 d
o 
th
is
, 
cl
ic
k 
th
e
メ
Sa
ve

そ
bu
tt
on

二
三
~
~
I&
虚'"
"'三

I

1.
7.
 

紹
介
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
入
手
先

こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
利
用
（
運
用
）
者
の
責
任
に
お
い
て
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
ら
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
そ
の
作
者
お
よ
び
大
阪
大

学
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
入
手
方
法

a
n
o
n
y
m
o
u
s
e
 F

T
P
サ
ー
パ
ー
か
ら
コ
ピ
ー
し
て
く
る
。

パ
ソ
コ
ン
通
信
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。

マ
ッ
ク
関
連
雑
誌
の
付
録

C
D
-
R
O
M
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
雑
誌
の
付
録

C
D
-
R
O
M
に
は
よ
く
、
プ
ロ
パ
イ
ダ
ー
の

St
ar
te
r
K
i
t
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
こ
の
中
に
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
式
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

M
a
c
T
C
P
 E
x
c
h
a
n
g
e
r
 M

a
c
 
T
C
P
の
設
定
切
り
替
え

(
9
6
/
2
)

ft
p:
/ 
/f
tp
.J
ai
st
.a
c.
Jp
/ 
/
p
u
b
/
m
a
c
/
N
C
S
A
/
M
a
c
T
C
P
 _E
xc
ha
ng
er
2.
0.
0.
se
a.
h 平

ft
p:
/ 
/f
tp
.r
ik
en
.g
oj
p/
 /
pu
b/
ma
c/
ne
t/
nc
sa
-t
el
ne
t/
te
ln
et
i-
di
t/
Ma
cT
CP
_E
xc
ha
ng
er
2.
0.
0.
se
a.
h改

ft
p:
/ 
I

 
ft
p.
cs
. 
ti
te
ch
.a
c.
Jp
/ 
/p
ub
/M
ac
/ 
to
ol
s/
NC
SA
_T
el
ne
tJ
 /
M
a
c
 T
C
P
 _E
xc
ha
ng
er
2.
0.
0.
se
a.
h平

ft
p:
/ 
/f
tp
.t
oh
ok
u.
ac
.J
p/
 /
pu
b/
ma
c/
ne
t/
nc
sa
-t
el
ne
t/
te
ln
et
j-
di
t/
Ma
cT
CP
 _E
xc
ha
ng
er
2.
0.
0.
se
a.
h平

ft
p:
/ 
/f
tp
.l
eo
.c
hu
bu
.a
cj
p/
/p
ub
2/
mi
rr
or
s/
fr
ee
wa
re
.d
it
.c
o.
Jp
/M
ac
TC
P_
Ex
ch
an
ge
r2
.0
.0
.s
ea
.h

平

ft
p:
//
ft
p.
el
el
ab
.n
sc
.c
o.
Jp
/ 
/

 
pu
b/
ni
ac
/N
CS
A-
Te
ln
et
-J

 
/
M
a
c
T
C
P
 _E
xc
ha
ng
er
2.
0.
0.
se
a.
h平

ft
p:
/ 
/f
tp
.m
ei
.c
o.
Jp
//
fr
ee
/S
ys
te
ms
/m
ac
/c
om
m/
te
ln
et
/b
et
a/
Ma
cT
CP
_E
xc
ha
ng
er
2.
0.
0.
se
a.
h虚

g
z

＆
棧
翌

M
a
c
P
P
P

(
C
o
n
胆

P
P
P
&
P
P
P
の
セ
ッ
ト
）

ft
p:
/ 
/
f
t
p
.
u
o
e
h
-
u
.
a
c
.
j
p
/
 /
p
u
b
/
m
a
c
/
N
e
t
w
o
r
k
/
M
a
c
P
P
P
2
.
0
.
l
.
J
6
.
3
.
s
i
t
.
h
q
x
 

◎
 

M
a
c
T
C
P
 S
w
i
t
c
h
e
r
 (

9
6
/
2
)
 

ft
p:
/ 
/f
tp
.i
is
.u
-t
ok
yo
.a
c.
jp
/ 
/p
ub
8/
in
fo

寸
姐
c/
c
o
m
m
/
t
c
p
/
 co
nn
/r
na
ct
cp
-s
wi
tc
he
r-
11
.h
qx
 

1 9 9 6 ー 5
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2.
3.
 

T
C
P
/
I
P

の
設
定
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
バ
ネ
ル
内
）

2.
 
O
p
e
n
T
r
a
n
s
p
o
r
t
 
編

最
初
に
パ
ー
ジ
ョ
ン
を
確
認
し
、

Jl
-1
.1

以
上
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
ま
だ
、
こ
れ
で
も
不
都
合
が
あ
る
み
た
い
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
こ
れ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

2.
1.
 

2.
2.
 

2.
3.
 

2.
4.
 

2.
5.
 

2.
6.
 

2.
7.
 

Op
en
Tr
an
po
rt
 

の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

P
P
P
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル

T
C
P
/
I
P

の
設
定

Co
nf
ig
PP
P

の
設
定

さ
あ
、
接
続
し
て
み
ま
し
ょ
う

イ
ー
サ
ー
接
続
と

P
P
P
接
続

紹
介
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
入
手
先

2.
1 

＆  
O
p
e
n
T
r
a
n
p
o
r
t
 
の

イ
ン

ス
ト

ー
ル

- 7 3  |  

M
a
c
L
l
f
e
も
し
く
は

M
a
c
U
s
e
r
の
19
96
/5

の
付

録
C
D
-
R
O
M
に
O
p
e
nT

r
a
n
 p
o
r
t
 

Jl
-1
.1

が
収
録
し
て
あ
り
ま
す
（
こ
⑪
埒
期
の
他
⑬
唯
誌
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）
。

こ
の
C
D
-
R
O
M
を

入
手

し
て

イ
ン

ス
ト

ー
ル

し
て

く
だ

さ
い

。

2.
2.
 

P
P
P
の

イ
ン

ス
ト

ー
ル

O
p
e
n
T
r
a
n
p
o
r
t
で
は
Fr
ee
PP
Pl
.0
.5

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
他
の
P
P
P
で
は
動
作
の
確
認

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
F
r
e
e
P
P
P
2.
5
は
利
用
で
き
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

Fr
ee
PP
Pl
.0
.5

を
入

手
し

、
冒

置
C
o
n
f
i
g
P
P
P
と

＆
露

P
P
P
を
シ
ス
テ
ム
フ
ォ
ル
ダ
に

ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
し
、
再
起
動
し
ま
す
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
内
の
T
C
P
/
I
P
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
で
は
検
索
ド
メ
イ
ン
名
、
ネ
ー
ム
サ
ー
バ
ア
ド
レ
ス
を
設
定
し
ま
す
。

経
由
先
は
M
a
c
P
P
P
を
、
設
定
方
法
は
P
P
Pサ

ー
バ
を
参
照
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

ネ
ー
ム
サ
ー
バ
ア
ド
レ
ス
：
以
下
の
順
で
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

13
3.
1.
11
9.
1 

13
3.
1.
18
1.
1 

13
3.
1.
19
2.
4 

検
索
ド
メ
イ
ン
名
：

ce
nt
er
.o
sa
ka
-u
.a
c.
jp
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F
r
e
e
P
P
砂

姻
に
Cy
be
rG
at
el
.3
.2

も
Op
en
Tr
an
po
rt

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
で
完
了
で
す
。
ク
ロ
ー
ズ
ボ
ッ
ク
ス
で
T
C
P
/
I
P
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

T
C
P
/
I
P
の
情
報
は
よ
く
目
の
つ
く
と
こ
ろ
に
張
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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2.
4.
 

喪
C
o
n
f
i
g
P
P
P

の
設
定
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
パ
ネ
ル
内
）

セ
ッ
ト
名
が
「
cc

」
に
な
っ
て
い
る
の
を
確
認
し
、

シ
ョ
ン
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
表
示
し
ま
す
。

ー 7 4 |  

起
動
す
る
と
以
下
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

I'""
●9ヽ'"●

9
●●ヽ
"'"
"'"
"ヽ●
●'"
""●
●

"、
""
"'
""
'"
"'
●●
'"
""
'"
""
''
'"
"'
'"
""
'

声
—
_
C
o
n
f
i
g
P
P
P

c
-
-
G
 
[
 
O
p
e
n
 

]
 
[

 S
te
ts
..
. 

]
 

臨
~
[
―
予
巫
~
]

Po
rt
 N
a
m
e
:
 
Iモ

デ
ム

ポ
ー

ト
マ
l

Id
le
 T
i
m
e
o
u
t
 (
mi
nu
te
s)
: 
匡ヨ

Ec
ho
 I
nt
er
va
l 
(s
ec
on
ds
):
 
匝

□
 Di
sa
bl
e 
A
u
t
o
 C
o
n
n
e
c
t
 

□
 Te

r
m
i
n
a
l
 W
i
n
d
o
w
 

図
H
a
n
g
u
p
on
 C
lo
se
 

□
 Qu
ie
t 
M
o
d
e
 

□
 Lo

ng
 R
e-
di
al
 D
el
ey
 

P
P
P
 S
er
ve
r:
 匡
三］

巴
団

戸
〕

口
回

亘
こ

〕
Fr
e
呼
pp

1.
0.
5 

Po
rt
 N
a
m
e
:
 モ

デ
ム

を
接

続
し

て
い

る
ポ

ー
ト

を
指

定
し

て
く

だ
さ

い
。

英
語

の
M
o
d
e
m

Po
rt

だ
と

漢
字
T
A
L
Kで

は
エ
ラ
ー
に
な
り
ま
す
。

Id
le
 T
i
m
e
o
u
t
 
:

 
指
定
し
た
時
間
（
分
）
、
デ
ー
タ
が
流
れ
て
い
な
い
と
切
断
す
る
か
ど
う
か

聞
い
て
き
ま
す
。
下
の
Qu
ie
t
M
o
d
e
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
と
時
間
が
過
ぎ
る
と
自
動
的
に
切
断

し
ま
す
。

E
c
h
o
 i
nt
er
va
l(
se
co
nd
s)
 :

 P
P
P
の
の
接
続
が
切
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
間
隔
で
す
。

Te
rm
in
al
 W
i
n
d
o
w
 :

 手
動
の
接
続
モ
ー
ド
で
す
。
大
阪
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
で
は
自

動
(
P
A
P
)
で
接
続
で
き
る
の
で
、
不
要
で
す
。

新
た
に
設
定
す
る
の
で

[
N
e
w
…
]
を
押
し
ま
す
。

接
続
先
の
名
前
(
P
P
P
Se
rv
er
 n
a
m
e
)
を
聞
い
て
く
る
の
で
、
分
か
り
や
す
い
名
前
を
入
力
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
「
cc

」
と
し
ま
す
。
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[C
on
fi
g
…
］
を
押
し
て
コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー

P
P
P
 S
e
r
v
e
r
 N
a
m
e
:
 
[

 
cc
 

Po
rt
 S
pe
ed
: 
三

F
l
o
w
 C
on
tr
ol
: 
!
C
T
S
 &

 R
T
S
 (
DT
R)
叶

R
T
o
n
e
 D
ia
l 

O
 Pu
ls
e 
Di
al
 

三 匹
P
h
o
n
e
 n
u
m
 

M
o
d
e
m
 l
ni
t 

医
se
co
nd
s

[
 C
o
n
n
e
c
t
 S
cr
ip
t
…
]
 [

 LC
P
 O
pt
io
ns
…
]
 

巳
~
{

IP
CP
 O
pt
io
ns
 ... 

]
 

M
o
d
e
m
 c
on
ne
ct
 t
im
eo
ut
: 

〔

P
P
P
 S
er
ve
r 
N
a
m
e
 :

 先
ほ
ど
指
定
し
た
名
前
で
す
。

Po
rt
 S
p
e
e
d
:
 モ

デ
ム

と
マ

ッ
ク

問
の

通
信

速
度

で
す

。
セ

ン
タ

ー
側

で
の

設
定

速
度

の
設

定

は
38
,4
00
bp
s
で

す
。

利
用

し
て

い
る

モ
デ

ム
が

14
,4
00
bp
s
以

上
な

ら
ば
38
,4
00
bp
s
、

9,
60
0b
ps

な
ら
ば
2
8
8
0
0
b
p
s
、
24
,0
0b
ps

な
ら
ば
4,
80
0b
ps

を
目
安
に
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ー
ト
速
度
計
算
方
法
＝
モ
デ
ム
の
通
信
速
度

X
a
 (
M
N
P
5
 :

 a=
2
、
V.
42
bi
s:

a=
3)

。

モ
デ
ム
が
発
信
し
な
い
（
電
話
を
掛
け
な
い
）
場
合
は
こ
の
前
後
の
値
を
試
し
て
く
だ
さ
い
（
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
モ
デ
ム
と
パ
ソ
コ
ン
間
の
通
信
速
度
（
セ
ン
ス
ス
ビ
ー
ド
）
を
確
認
す
る
と
確
実
に
設

定
で
き
ま
す
）
。

F
l
o
w
 C
on
tr
ol
 :

 C:
 応
&I
TT
S(
IT
TR
)
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

T
o
n
e
 D
ia
l 
or
 P
ul
se
 D
ia
l 
:

 こ
こ
で
は
ト
ー
ン
（
プ
ッ
シ
ュ
）
回
線
で
す
。

p
h
o
n
e
 n
u
m
:
 こ

こ
で
は
学
内
の
内
線
か
ら
掛
け
た
電
話
番
号
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

0
6
地
域
内

：
 8
7
9
-
8
9
8
3
 

大
阪
大
学
内
線

：
 8
9
8
3
 

0
発

信
が

必
要
&
0
6
地
域
内
：

0,
 
8
7
9
-
8
9
8
3
 

0
発

信
が

必
要
&
0
6
地
域
外
：

0,
 
0
6
-
8
7
9
-
8
9
8
3
 

M
o
d
e
m
 !n
it
: 

こ
こ
で
は
構
内
電
話
の
場
合
で
す
。
自
宅
か
ら
の
場
合
は
不
要
で
す
。

P
P
P
 s
er
ve
r 
ne
me
: 

伽 」

~
 
od
 

こ
の
程
度
設
定
し
ま
し
た
ら

[A
ut
he
nt
ic
at
io
n
.. 
.
]
を
押
し
て
、

Au
th
.
ID
 
(
利
用
者
番
号
）

と
P
a
s
s
w
o
r
d
を
指
定
し
て

[
O
K
]

を
押
し
ま
す
。
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2.
6 

No
te
: 
T
h
e
 p
a
s
s
w
o
r
d
 a
n
d
 i
d 
fi
el
ds
 m

a
y
 b
e 

le
ft
 b
la
nk
 t
o 
in
di
ca
te
 t
ha
t 
th
ey
 a
re
 t
o 
be
 

en
te
re
d 
at
 
co
nn
ec
t 
ti
me
. 

Au
th
. 

ID
: 

巳
P
a
s
s
w
o
r
d
:
 
戸
~
-
-
·
·
·

Re
tr
ie
s:
 
巨

T
i
m
e
o
u
t
:
 ピコ

s
e
c
o
n
d
s

ビ
丑

王
］

〔
コ
ン
フ
ィ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

[D
on
e]

を
押
し
て
終
了
で
す
。

2.
7.
 

紹
介
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
入
手
先

2.
5.
 

さ
あ

、
接

続
し

て
み

ま
し

ょ
う

|  7 5  |  

Co
nf
ig
 P
P
P
で

[o
pe
n]

を
押
し
て
接
続
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

4
種
類
の
絵
で
接
続
状
況
が
随
時
表
示
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
を
す
る
時
の
た
め
に
C
O
N
N
E
C
T
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
通

信
速

度
(2
88
00

等
）
と
圧
縮
ク

ラ
ス

(
V
.4
2b
is
 o
r 
M
N
P
5
)
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・-
・・
・e
ee
P:
co
nn
ec
tt
on
'S
ta
tu
s'
 

憩
Co
nn
ec
ti
ng
 t
o:
 
cc
 

At
: 
2
8
8
0
0
/
L
A
P
M
/
V
.
4
2
b
i
s
 

島
／

Su
cc
es
sf
ul
 ..

• (
S
t
o
p
)
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R'
"-
0

③
 

接
続
で
き
ま
す
と
C
o
n
f
i
g
P
P
P
の
絵
が

P
P
P

か
D
O
W
N
 

ら
P
P
P

U
P
 
に
変
わ
り
ま
す
。

P
P
P接

続
時
は
常
に
表
示
し
て
お
く
と
、
接
続
の
確
認
や
、
切
断
が
行
え
る
の
で
便
利
で
す
。

イ
ー

サ
ー

接
続

と
P
P
P
接

続

M
a
c
T
C
P
の
環
境
で
は
M
a
c
T
C
P
の
設
定
を
置
き
換
え
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
が
、

O
p
e
nT
r
a
n
 po
rt

の
環
境
で
は
ま
だ
無
い
み
た
い
で
す
。

どう
して
も「
毎回
設定
する
のは
大変
だ」
と言
う人
は、
卸初
期設
定内
の［
〗

T
C
P
/
I
P
初
期
設
定
フ
ァ
イ
ル
を
イ
ー
サ
と
P
P
P毎

に
別
の
フ
ォ
ル
ダ
に
コ
ビ
ー
し
て
お
き
ま
す
。

環
境
を
変
更
す
る
場
合
は
[o
pt
io
n]

キ
ー
を
押
し
な
が
ら
初
期
設
定
フ
ォ
ル
ダ
に
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド

ロ
ッ
プ
す
る
こ
と
で
設
定
が
謹
き
換
わ
り
ま
す
。
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こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
利
用
（
運
用
）
者
の
責
任
に
お
い
て
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
ら
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
そ
の
作
者
お
よ
び
大
阪
大

学
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
入
手
方
法

a
n
o
n
y
m
o
u
s
e
 F

T
P
サ
ー
バ
ー
か
ら
コ
ピ
ー
し
て
く
る
。

パ
ソ
コ
ン
通
信
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。

マ
ッ
ク
関
連
雑
誌
の
付
録
C
D
-
R
O
M
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

ィ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
雑
誌
の
付
録
C
D
-
R
O
M
に
は
よ
く
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
St
ar
te
r
Ki
t
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
式
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

讐
＆

憩
Fr
ee
PP
P(
96
/5
)

(O
pe
nT
pt
ln
te
rn
et
~i
江ち
らを
ゴ岬
くだ
さい
）

ft
p:
/ 
/f
tp
.e
os
.h
ok
ud
ai
.a
c.
jp
/ 
/p
ub
/u
rn
ic
h/
ut
il
/c
om
m/
fr
ee
pp
pl
.0
5.
si
t.
hq
x 

ft
p:
//

れ
p.
la
b.
kd
d.
co
.j
p/
/u
mi
ch
/u
ti
l/
 c
o
m
m
/
f
r
e
e
p
p
p
 1.
05
.s
it
.h
qx
 

=ー
O
p
e
n
 T
ra
ns
po
rt
 J
l-
1.
1 
&

 7.
5.
2
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
デ
ィ
ス
ク

Ma
cL
lf
e 
1
9
9
6
/
5
 

付
録
の
C
D
-
R
O
M

M
a
c
U
s
e
r
 1
9
9
6
/
5
 

付
録
の
C
D
-
R
O
M

＆
 


